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１．論文の構成  
 
内田亨氏の博士学位請求論文の中心課題は，医療機関とそれをめぐるコミュニティによ
る相互作用がどのように行われているかを，フランスにおける国立大学病院グループの情
報開示の事例を通して，検討することである。 
その結果、医療機関とそれをめぐるコミュニティによる一連の相互作用が、医療経営の
監視につながる可能性を明らかにした。そして、医療経営の監視モデルの一つを構築し、
提案した。 
論文の構成は以下の各章よりなっている。  
 
序章 研究の背景と目的 
２章 先行研究の検討 
３章 欧米における医療機関の歴史と医療経営に対する監視 
４章 研究の分析枠組みと方法 
５章 フランスの国立大学病院グループにおける理事会およびディレクターの職務 
６章 国立大学病院グループによるステークホルダーの捉え方―日仏のウェッブサイト比
較からの検討― 
７章 事例研究(1)：マルセイユにおけるコミュニティと国立大学病院グループ 
８章 事例研究(2)：リヨンにおけるコミュニティと国立大学病院グループ 
９章 事例研究(3)：リールにおけるコミュニティと国立大学病院グループ 
１０章 相互作用モデルの構築 
終章 結論 
 
２．論文の概要  
 
本研究では、フランスの国立大学病院グループとそれらのグループが地理的に位置する
コミュニティを事例として、医療機関とコミュニティの相互作用を明らかにしたものであ
る。 
はじめに、研究の背景、目的と範囲、構成について述べている（序章）。 
本研究の目的は、まず、医療機関とコミュニティの相互作用の状況を探索し、医療経営
の監視を行うために、相互作用の有効性を明らかにする。そして、その相互作用が医療経
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営の監視につながる可能性を議論し、モデルを構築することである。探索範囲は、フラン
スにおける三つの国立大学病院グループ（マルセイユ、リヨン、リール）とそれらのグル
ープが地理的に位置するコミュニティ（市民、メディアに限定）である。 
つぎに、先行研究のレビュ－を行った（2 章）。本論文では、医療機関とコミュニティに
よる相互作用やステークホルダーおよびステークホルダー・ダイアログに関して調査した。
また、医療機関をとりまく現状と課題を抽出した。 
その結果、医療機関とコミュニティの関係性まで触れているものの、相互作用のメカニ
ズムまで考察している先行研究はほとんどない。また、医療機関を取り巻くステークホル
ダーの研究も職員満足や患者満足に留まり、コミュニティの満足度まで調査した研究は、
見当たらない。さらに、コミュニティにおける市民の視点を含めた医療機関とコミュニテ
ィの相互作用の研究は、見当たらないことが明らかになった。 
3章から本論に入る。まず、欧米における医療機関の歴史を概観し、各国の医療経営の監
視がどのように進展してきたかを探索した。 
その結果、アメリカとイギリスでは、医療の質と経営の質の両立が、重要な目的である
ことを明らかにした。また、アメリカとフランスの理事会にはステークホルダーの代表が
入ることによって、病院以外の外部者からのチェック機能が担保されていることが明らか
にされた。 
この結果を踏まえて、本研究の分析枠組みを、「組織による医療経営の監視」と「コミュ
ニティによる医療経営の監視」の 2 つから構成した（4 章）。前者は、医療機関と医療機関
の理事会の関係性について考察するものである。また後者は、医療機関とそれをめぐるコ
ミュニティの関係性について考察するものである。 
続いて、本論文の研究対象および方法を提示した。研究対象は、フランスにおける国立
大学病院グループであり、とくに、事例研究では、マルセイユ、リヨン、リールの三つの
国立大学病院グループとそれらのグループが地理的に位置するコミュニティを対象とした。
また、研究方法は、二次資料調査、インタビュー調査、参与観察法である。 
この研究方法にしたがって、まず「組織による医療経営の監視」という枠組みを調査す
ることにした（5 章）。調査対象はフランスの国立大学病院グループである。フランスの国
立大学病院グループにおける理事会およびディレクターの職務を、主に法的視点から調査
した。その結果、理事会は監督機能を、ディレクターは執行機能を、それぞれ分離・受け
持っていることを明らかした。そして、理事会のメンバ－は、患者の代表および政治家か
ら構成されている。このことは、理事会がコミュニティからの監視機能を有していること
を意味している。 
ところで、医療機関には多様なステークホルダーが取り巻いている。そこで、6 章では、
医療機関を取り巻くステークホルダーを、医療機関のウェッブサイトから探索した。これ
は、日本およびフランスについて調査した。その結果、フランスの国立大学病院グループ
では、日本に比べて、ウェッブサイト上で、ステークホルダー概念を意識的に表現してい
ること、また、メディア（報道機関）に対して積極的に情報開示・交換をしていることが
わかった。 
医療機関とコミュニティの相互作用をさらに明らかにするため、フランスの国立大学病
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院グループの中から三つの事例を研究した（7章から 9章）。 
マルセイユ国立大学病院グループでは、市民の職員に対する信頼が低く、情報開示に関
して市民からの厳しい要求が同病院グループに求められていることが明らかにされている
（7章）。一方同病院グループとしては、市民の性向に合わせて、健康番組を制作し、医療・
健康情報の啓蒙を行なっている。これもひとつの相互作用の形態であると解釈される。 
リヨン国立大学病院グループでは、市民の職員に対する信頼が高く、同病院グループへ
の情報開示要求度が低い（8 章）。また、リヨン市民は、クラブやサークルへの参加度が高
い性向がある。そこで、同病院グループは、クラブやサークルを通して市民との相互作用
を行っている。これは、医療サービスを患者に提供するだけでなく、コミュニティに開か
れた医療機関を推進していると考えられる。さらに、同病院グループのコミュニケーショ
ン部は、メディアとダイアログを通して頻繁に情報交換をしている。この相互作用によっ
て、メディアとの良好な関係を構築している。これが、誤報や憶測による報道を回避させ
ることにつながり、リスク・マネジメントにもなっていることが明らかにされている。 
リール国立大学病院グループでは、「市民フォーラム」を開催している。市民フォ－ラム
によって、市民と直接的な対面ができる。このことは、市民と同病院グループとの相互作
用によって両者の共通目的を形成していると解釈できる（9 章）。また、リール市民は、他
のコミュニティに比べて、コミュニティでのイベント参加および近所づきあいの参加度合
いが高いことが明らかにされている。こうした基盤をもったコミュニティにおいては、市
民フォーラムのようなイベントが、市民のコミットメントを引き出し、効果的な相互作用
を行わせていると考えることができる。 
10 章では、7 章から 9 章までの比較分析を行なった。比較分析によって導き出されたこ
とは、「市民による職員に対する信頼性が低いと、病院に対する情報開示の要求度が高くな
る」ということである。また、「市民の性向を踏まえて、病院がその性向に適合した対応を
とることにより、市民と病院との相互作用を生む」。 
以上をもとに、今後の医療経営の監視システムにつながるための議論を行い、「コミュニ
ティによる医療経営の監視」モデルを構築した。さらに、5章で得られた知見から「組織に
よる医療経営の監視」として、理事会、運営委員会、監視委員会によるトライアングル組
織を著者は提案した。そして、この「コミュニティによる医療経営の監視」と「組織によ
る医療経営の監視」の相互作用によって、ダイナミックな医療経営の監視が実現できる可
能性を論証している。 
その結果、相互作用という観点から、「コミュニティによる医療経営の監視」と「組織に
よる医療経営の監視」の二つのシステムによる監視モデルの可能性を明らかにした（終章）。 
 
３．論文の評価  
 
企業とステ－クホルダ－との相互作用、あるいは企業とコミュニティとの相互作用の研
究は、既に多くの研究がなされている。しかし，医療機関とそれらとの相互作用の研究は
多くはない。 
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その理由としては、医療機関に対しては、国の法律（主として厚労省管轄）がその役割
を果たしていると思われていること、医療を行う者を“聖職者”として尊重しなければな
らないという意識が強いこと、そしてそのため、調査が行いにくい、ということがあげら
れる。 
しかし、医療機関も、組織化が進行し規模も大きくなっている。そのため経営体として
の見方がますます必要になっている。さらに、近年頻発する医療事故を阻止するための組
織的な施策を考慮する必要性が増加している。つまり、医療機関の組織の監視が必要とな
ってきている。このような状況下で、本論文は従来にはなかった挑戦的な研究を行った。
この点が第 1 にあげられる評価点である。 
医療機関組織の監視はどのように行っていけばよいか。その理想型を見いだすのは簡単
なことではない。そこで、著者は外国の医療機関を調査する方法を採用した。それもフラ
ンスである。外国を調査する場合、アメリカやイギリスを調査することが多いが、フラン
スにしたことも本論文のユニ－クな点である。これは今後類似の研究が行われる際、文献
として参照される価値が高いと考えられる。 
そして著者は、「組織による医療経営の監視」として、理事会、運営委員会、監視委員会
によるトライアングル組織を提案した。これは、現在の日本の社会に適合した組織として
意義のある提案であると評価する。 
本論文は上記のように、挑戦的でありユニークであるが、つぎのような点に問題が残る。
一つは、法律上の問題点まで十分に言及できなかった点。つぎに、著者の提案したトライ
アングル組織で現在の医療機関の有する問題点が解決できるかどうか、その論理的検証が
不十分な点。さらに、全体を通して、論理的な思考および論理的な表現に若干未熟さが残
る点である。 
しかし、これらの問題点をさしひいたとしても、博士論文として十分な価値があると判
断される。  
 
４．審査委員会の結論 
  
本論文は、博士(学術)号を授与するに十分な内容を有している。ただし、研究に関する分
析能力、独創性、論理性などは、学術研究に携わるものとして若干未熟といわざるをえな
い部分がある。しかし、この点については、今後の向上が期待できると思われ、また前述
したとおりの本論文の意義と長所は、左記の点を補ってあまりあるものである。したがっ
て、博士（学術）号授与者として十分適格であると審査委員会では判断した。 
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